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令和7年11月17日（月）

出入国在留管理行政に係る関係者ヒアリング

公益財団法人仙台観光国際協会（SenTIA）

仙台市の外国人状況と

仙台観光国際協会の事業について

中国

4,080人

23%

ネパール

2,923人

16%
ベトナム

1,993人

11%

韓国

1,844人

10%
ミャンマー, 

911人, 5%

インドネシア, 

824人, 5%

スリランカ, 

757人, 4%

フィリピン, 

698人, 4%

米国, 544人, 3%

バングラデシュ, 

441人, 2%

台湾, 359人, 2%

タイ, 249人, 1%

インド, 215人, 1%

朝鮮, 142人, 1%

パキスタン, 141人, 

その他,

 1,608人, 

仙台市の外国人住民

人口  17,729 人 （202５年4月末現在）

 

（仙台市交流企画課）
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留学,

 6,192人, 

35%

永住者,

 3,123人, 

18%
技能実習, 

1,466人, 

8%

技術・人文知識・

国際業務, 

1,400人, 

8%

家族滞在,

 1,301人,

 7%

特別永住者, 

1,107人, 6%

特定技能１号, 

853人, 5%

日本人の配偶者

等, 528人, 3%

教授, 298人, 2%

定住者, 232人, 1%

特定活動, 200人, 1%

技能, 166人, 1%

宗教, 165人, 1%

教育, 130人, 1%

経営・管理, 118人, 1%

その他, 450人, 

3%

在留資格別国籍別

外国人比率 約 1.6％
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① 在留資格「留学」が約6千人
東北大学 約2,500人 + 日本語学校・専門学校等 約3,500人

② ネパール人、ベトナム人の急増
ネパール約3千人、ベトナム約２千人 → コミュニティを形成
家族呼び寄せ、出産・育児 → 定住傾向

③ 東北大学の「国際卓越研究大学」の認定 （２０２４年11月）
文部科学省による世界トップレベルの研究力を目指す制度
留学生、外国人研究者、外国人職員の受け入れ強化
→２５年後目標：院生の学生比率の４割、学部生の２割を留学生に

④ 宮城県 アジア３か国と外国人材受け入れ覚書
ベトナム（2023年）、インドネシア（2023年）、カンボジア（2024年）
→介護や水産加工業などでの人手不足解消を目指す

⑤ 仙台市「ダイバーシティ推進課」を新設（2024年度）
→東北大学との連携、外国人受入策の強化

仙台市の外国人に関する現況
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仙台観光国際協会について

1990～2014 仙台国際交流協会

2015～ 仙台観光国際協会

                       （「仙台観光コンベンション協会」と統合）

  

仙台市の公益財団法人（外郭団体）
「観光地域づくり・DMO」「物産振興」「MICE」「フィルムコミッション」

「多文化共生・国際交流」

職員数：計74名 うち国際化事業部16名 （2025.4現在）

  

国際化事業部多文化共生課：
外国籍・外国ルーツの市民の支援や国際交流事業を実施

仙台市所管課： 文化観光局 交流企画課
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センティア
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仙台観光国際協会 （SenTIA）
国際化事業部

電話 022-268-6260 （平日9:00～17:30）
FAX 022-268-6252
Eメール kokusaika@sentia-sendai.jp

〒980-0811 仙台市青葉区一番町3-3-20 6階

仙台多文化共生センター （SenCUL）

（仙台市からの委託でSenTIAが運営）

電話 022-265-2471 （毎日9:00～17:00）
FAX 022-265-2472
Eメール tabunka@sentia-sendai.jp

〒980-0803
仙台市青葉区国分町3-6-1 仙台パークビル1F
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学校へ
コーディ
ネーター
を派遣

多言語による
通訳サポート

外国につながる子どもサポートせんだい相談デスク

経験豊富なコーディネーターを学校などに派遣し、子どもたちの適

切な支援につなげる。日本語能力の確認、教材や指導法についての

助言、各種制度の説明など。学校からSenTIAに直接依頼。

仙台多文化共生センターの多言語支援

保護者からの相談や、学校と家庭の連絡を多言語で支援。通訳サ

ポート電話（英語、中国語、韓国語、ベトナム語、ネパール語他）、外国

語相談員による通訳対応など。センターに電話で相談。

コミュニティ通訳サポーター派遣

学校や保育園、各種窓口などへコミュニティ通訳を派遣。入学・入園

時の手続き、保護者面談、相談機関の利用の際に、日本語が不自由

な保護者などのサポートを行う。学校からSenTIAに直接依頼。
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事業例：外国につながる子ども支援
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事業例：外国につながる生徒等のための高校見学会

令和7年度の新規事業。日本の教育制度や高等学校に関する知識が少ない外国に
つながる生徒や学齢超過者とその保護者が、実際に高等学校を訪問し高等教育の
意義や高校生活を理解することで、今後の進路・将来を考えるのに役立ててもらう
ことを目的する。

会場：市内の公立高校1校、私立高校1校
内容：学校紹介（教育課程・制度、受験手続等）、授業・施設見学、質疑応答

※いずれも通訳付きで実施

外国人観光客に関する施策と課題

※SenTIA国際化事業部は、主に在留資格を持つ外国人住民に関する事業を行っ
ており、外国人観光客に焦点を当てた事業は行っていない。
※一方で、災害時の外国人観光客対応は課題と考えており、関係機関の取組みに
協力している。
※仙台市は2024年10月「仙台市観光危機管理マニュアル」を作成。外国人対応に
ついても定めている。

仙台駅周辺帰宅困難者対策連絡協議会
「仙台駅周辺帰宅困難者対応訓練」

藤崎百貨店（仙台市青葉区）
外国人対応避難誘導訓練
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日本人に対する共生施策

外国人住民数の急増に対し、地域からは困惑の声や相談等も増加している。ま
たデマや誤った情報により、外国人に対し一部否定的な層も生まれている。

SenTIAでは関係機関と協力し、コミュニケーションの課題改善や共生の理解
促進のための各種事業を行っている。

やさしい日本語講座・多文化共生講座
外国人住民と地域の人々の
コミュニケーション促進

「定禅寺アートストリート2025」への参加
無関心層へのアプローチ
正しい情報の周知
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